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被験者は健常成人 23 名とし，日本版 STAIを用いて，不安状態の違いにより，低不安群と
高不安群に分類し，脳波を携帯端末上の情動刺激下で測定した．不安度の違いにより，脳 
内の携帯端末における情動刺激に対する情報処理過程が異なることが示唆された． 
 本研究より，心身状態や不安状態により情動ストレス刺激による脳機能反応が異なるこ
とを示すことができた．脳機能の不適切あるいは過剰な反応が，臨床症状として精神症状 
の発現をもたらしていると考えることができた． 
以上を総合した結果，本審査委員会では，本論文が「博士（応用情報科学）」の学位授与に 
値する論文であると全員一致により判定した． 
  
